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論文内容要旨
 匿緒言】
 現在,我が国で最も注目される大気汚染物質は二酸化窒素(NO、)であり,その発生源とし
 ては年々増加する自動車が問題となっている。NO、は毒性が強く,健康への影響が大きいだけ
 でなく,二次汚染物質である光化学オキシダントや地球規模の環境問題である酸性雨の原因物質
 にもなる。さらに,NO、は暖房器具などからも発生するため,室内汚染も危惧されている。
 そこで,本研究では,地域住民の健康管理,地域環境の保全,ひいては地球規模の環境問題の
 解決に役立てるため,宮城県内のNO2汚染の現状を,大気中の濃度,室内濃度,個人曝露量と
 いう3っの面から検討するとともに,県内の酸性雨の実態について調査し,地域レベルのNO、
 汚染と雨水汚染の関係についても検討した。
 匿方法および結果選
 1.宮城県における大気中のNO、汚染の現状
 1991年から毎年12月に宮城県内のほぼ全域の約2500箇所で,多くの地域住民の協力を得て,
 天谷法によるNO・濃度の一斉調査を3年連続して行った。
 その結果,県内の主要幹線道路沿いでは,NO,濃度が環境基準の上限値である0.06ppm以上
 の場所が約10%,県の目標値である0.04ppm以上の場所が40%以上存在するとともに,汚染範
 囲が,仙台周辺だけでなく,次第に広域化しており,その影響が背後地にも及んでいることが明
 らかになった。
 2.NO、の家庭内汚染とその個人曝露量に影響を及ぼす要因
 宮城県内に居住する27人を対象に,冬期のNO、の室内汚染の実態と,室内汚染が個人曝露量
 に及ぼす影響を調査した。NOINO,同時測定バッチを用いて,各被験者の家庭の居間,寝室,
 台所,子供部屋,屋外のNO、濃度を測定するとともに,2個のバッチを付替ることで,一日の
 個人曝露量を家庭内と家庭外に分けて測定した。
 NO2の室内濃度は平均すると,屋外濃度の約2.5倍も高く,ことに,非排気型の暖房器具を
 使用する家庭では高濃度を示した。また,個人曝露濃度の平均は0.072ppmであり,環境基準値
 の上限値である0.06ppmより高い濃度を曝露している人が多く,平均65%が家庭内での曝露で
 あることが明らかになった。著しくNO、曝露濃度を高くする要因は,非排気型の暖房器具の使
 用,台所の換気の不備,パチンコ屋や繁華街等NO2濃度の高い場所への外出などであった。
 一274一
 3.宮城県における梅雨期の雨水汚染の現状
 1991年から3年間,毎年梅雨期に,県内のほぼ全域の約2200地点で,多くの地域住民の協力
 を得て雨水を採取し,pH,導電率およびイオン成分等を測定した。
 その結果,宮城県内の梅雨期の降雨の約80%が,pH5.6以下のいわゆる酸性雨であり,pH4.5
 以下の低pH降雨の出現率が,5.7%,8.2%,12.7%と,年々増加していること,また雨水の汚
 染分布をみると,NO、汚染度の高い広域仙台圏を中心に雨水のpHが低く,導電率が高いこと
 が明らかになった。さらに,雨水中のNOゴとSO42}の比(NIS比)は,各地で高い値を示し
 ていた。これらの結果は,酸性雨の生成機序の中で,地域レベルのNO・汚染の寄与の大きい可
 能性を示唆している。
 4.宮城県における年間を通した雨水汚染の性状の変化と地域差
 仙台市内の市街地と新興団地,塩釜市,鹿島台町の4地点で1年間,降雨日毎に,降り始めの
 初期降雨と後期降雨に分けて採取し,pH,導電率,イオン成分等を比較した。その結果,NO,
 濃度の高い地点ほど雨水のpHが低く,導電率が高いこと,殊に初期降雨はそれが顕著であるこ
 とが明らかになった。
 5.降水量とイオン沈着量
 仙台市と名取市の2地点で降水を採取し,そのイオン成分を測定し,水素および硝酸イオンの
 地上への沈着量等を算出した。沈着量を月別にみると,平均濃度より降水量に依存していた。両
 地点の年間水素イオン沈着量は,我が国の平均的値を示し,酸性雨の被害が顕在化している欧米
 と同程度であった。そこで,このままの状態が続くと,いずれ宮城県でも酸性雨の被害が顕在化
 することが予測される。
 ζ結論還
 本研究により,宮城県全県下に及ぶNO,汚染や雨水汚染の実態を始めて明らかにできた。そ
 の結果,宮城県でも急速に都市化の進む仙台を中心に自動車排ガス汚染が進行するばかりでなく,
 汚染範囲が年々広域化していること,さらにそのような地域レベルのNO・汚染が雨水汚染にも
 反映していることを明らかにした。また,暖房器具を使用する冬季は,室内のNO,濃度が高く
 なり,個人曝露濃度を著しく高める原因となることも明らかにした。
 以上の結果から,今後,宮城県における大気環境を保全し,住民の健康を守り,ひいては地球
 規模の環境汚染である酸性雨を防止するためにも,地域レベルでのNO、の自動車排ガス汚染対
 策と室内汚染対策の重要性が示唆された。
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 審査結果の要旨
 近年,大都市を中心として肺癌の死亡率やアレルギー疾患の発生率が増加しているが,その原
 因の一つに大気汚染があると考えられている。我が国では,かって高度成長期に四日市などの工
 業地帯を中心に硫黄酸化物を中心とする大気汚染が深刻化したが,排出規制の強化や技術の進歩
 などにより汚染は大幅に改善された。しかし,近年は,工場などの特定の排出源に起因するもの
 ではなく,自動車や暖房などの特定しにくく数の多い排出源に起因する大気汚染が新たな問題と
 なっている。そのような汚染物質の代表的なものが二酸化窒素である。
 本論文は,宮城県内の二酸化窒素による大気汚染の現状を,大気中の濃度,室内濃度,個人曝
 露濃度という3っの面から解析するとともに,二酸化窒素の汚染と密接に関連する酸性雨の実態
 についても調査し,地域レベルの大気汚染と汚水汚染の関係について言及している。その大きな
 特徴は,著者が多くの地域住民の協力を得ながら,宮城県内のほぼ全域に及ぶ2000を越える多
 くの地点で,二酸化窒素や酸性雨の現状を調査した点である。その結果,宮城県でも都市化が急
 速に進む仙台圏を中心に年々自動車排ガス汚染が進行し,その汚染範囲も広域化している実態が
 明らかにされた。さらに,そのような地域の二酸化窒素汚染が地域の酸性雨の生成に大きく寄与
 している可能性が示唆された。
 大気汚染物質のヒトの健康に及ぼす影響を考える際には,個人曝露量に関する研究は重要であ
 るが,これまでの報告では,生活空間を区別して,一日の個人曝露量を測定した例はない。本論
 文では,家庭内用と家庭外用に区別した2個のバッチを付け替えて,一日の二酸化窒素の個人曝
 露量を測定するという方法により,二酸化窒素の家庭内汚染の実態とその個人曝露量に及ぼす影
 響についても検討している。その結果,冬季は,大部分の人が,家庭内での二酸化窒素曝露量の
 方が家庭外曝露量より高くなる事実を示すとともに,その主な原因が,非排気型暖房器具の使用
 や不十分な換気にあることも明らかにした。これは,二酸化窒素による健康への障害を防止する
 対策として,自動車などに起因する大気中の二酸化窒素汚染対策とともに,暖房器具などに起因
 する家庭内汚染対策も重要であることを示唆する貴重な知見である。
 以上のように,本論文は,宮城県という一つの地域の二酸化窒素汚染の現状を多面的に分析し,
 さらに地域レベルの大気汚染と酸性雨の生成との関係についても考察している。本研究の成果は,
 住民の健康管理,地域環境の保全,ひいては地球規模の環境問題解決に役立てる貴重なデータを
 提供するものであり,博士の学位の授与に十分値すると考える。
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